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第 5 章 鋼 橋 の 特 徴第 5 章 鋼 橋 の 特 徴

優れた材料

高い

リサイクル性

架設の信頼性

鋼橋の特徴

構造・架設の

自由度維持補修の

構造
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不 変 の 耐 荷 能 力

1883年に完成のブルックリン橋（米国）130年を越える
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平面線形・支間割りの自由度平面線形・支間割りの自由度

複雑な線形（大山崎ジャンクション）複雑な線形（大山崎ジャンクション）
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優 れ た デ ザ イ ン 性優 れ た デ ザ イ ン 性

優れたデザイン性（羽田スカイアーチ）優れたデザイン性（羽田スカイアーチ）
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急 速 施 工 へ の 対 応急 速 施 工 へ の 対 応

ドーリーによる架設（第２名神名古屋南IC）ドーリーによる架設（第２名神名古屋南IC）
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拡幅工事のしやすさ拡幅工事のしやすさ

拡 幅 前 拡 幅 後

車線拡幅した例（阪神高速道路 ユニバーサルシティ出路）車線拡幅した例（阪神高速道路 ユニバーサルシティ出路）
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長 寿 命 化 の 例長 寿 命 化 の 例

変 更 後変 更 前

ケーブルの劣化により、吊り橋からアーチ橋として長寿命化を図った例

（徳島県 三好橋）

ケーブルの劣化により、吊り橋からアーチ橋として長寿命化を図った例

（徳島県 三好橋）
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高 い リ サ イ ク ル 性高 い リ サ イ ク ル 性

わが国の鉄スクラップ国内需給（（社）日本鉄源協会ホームページより）

鉄は、全スクラップの供給量に対してその消費量は約95％と非常に高く、

そのリサイクル性の高さを示しています。

鉄は、全スクラップの供給量に対してその消費量は約95％と非常に高く、

そのリサイクル性の高さを示しています。
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第 6 章 こ れからの鋼橋第 6 章 こ れからの鋼橋

これからの鋼橋これからの鋼橋

長寿命化長寿命化 合理化構造合理化構造 長大橋プロジェクト長大橋プロジェクト
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長 寿 命 化 に 向 け て長 寿 命 化 に 向 け て

亜鉛・アルミニウム溶射

（福岡高速５号線）

ニッケル系高耐候鋼材使用橋梁

（北陸道架道橋）
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合 理 化 構 造合 理 化 構 造

＜複合ラーメン橋＞＜複合ラーメン橋＞

少数Ⅰ桁橋とRC橋脚とを剛結させた構造です（今別府川橋）少数Ⅰ桁橋とRC橋脚とを剛結させた構造です（今別府川橋）
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合 理 化 構 造合 理 化 構 造

＜コンクリート充填鋼管アーチ橋＞＜コンクリート充填鋼管アーチ橋＞

アーチリブは、コンクリートを充填した鋼管3本を正三角形に配置した立体トラスとしてい
ます。（新西海橋）

アーチリブは、コンクリートを充填した鋼管3本を正三角形に配置した立体トラスとしてい
ます。（新西海橋）
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新 し い 合 理 化 構 造新 し い 合 理 化 構 造

＜二重合成複合ラーメン橋＞＜二重合成複合ラーメン橋＞

中間支点上付近の下フランジ側にコンクリートを打設し、Ⅰ桁下フランジと下コンクリート
床版とを合成させた橋梁形式です。

中間支点上付近の下フランジ側にコンクリートを打設し、Ⅰ桁下フランジと下コンクリート
床版とを合成させた橋梁形式です。
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新 し い 合 理 化 構 造新 し い 合 理 化 構 造

＜三角断面ラチストラス橋 ＞＜三角断面ラチストラス橋 ＞

主構横断面を三角断面とし 、殆どの部材がH鋼などの形鋼で作られたダブルワーレン（ラチ
ス）トラス橋 です。
主構横断面を三角断面とし 、殆どの部材がH鋼などの形鋼で作られたダブルワーレン（ラチ
ス）トラス橋 です。
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長 大 橋 プ ロ ジ ェ ク ト長 大 橋 プ ロ ジ ェ ク ト

津軽海峡道路

北海道南端と青森県下北半島および津軽半島間約20kmを結ぶ。

最大水深270m。

東京湾口道路

神奈川県≡浦半島と千葉県富津間約剛15kmを結ぶ。

最大水深80m。

伊勢湾口道路

愛知県渥美半島と三重県志摩半島間約20kmを結ぶ。

最大水深100m。

豊予海峡道路

愛媛県佐田岬と大分県佐賀関間約14kmを結ぶ。

最大水深200m。

紀淡連絡道路

和歌山県紀伊半島と兵庫県淡路島間約11kmを結ぶ。

最大水深120m。
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